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　専決処分
〇美里町税条例の一部改正

　インターネット及び電子計算機にて税の公示事項を閲覧
できる改正や、軽自動車税の環境性能割が廃止されたこと
に伴い、文言整理等の改正を行うものです。

〇美里町国民健康保険税条例の一部改正
　基礎課税額の限度額を引き上げる改正や、軽減世帯の拡
大のため５割軽減または２割軽減の世帯判定所得を引き上
げる改正を行うものです。

〇令和８年度一般会計補正予算（第１号）
　補正額　　　　　　　　　　　　　2,020 万円

　食料品等価格高騰支援事業として、町民１人あたり
12,000 円を給付するため必要な予算を計上するものです。

行政運営、DX、人材不足、物価高、
「止まらぬ社会課題にどう向き合うか」

　令和８年第２回美里町議会定例会が 6 月２日から 12 日までの 11 日間の日程で開催されました。
この議会では、令和 8 年度一般会計補正予算や条例の一部改正等を可決しました。また、議員 6 人に
よる一般質問が行われました。

過去に美里町から出土した遺跡（美里町遺跡の森館 考古資料常設展示室）
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　条例の改正

　補正予算

校 舎校 舎

体育館体育館

NN

プールプール

答弁

答弁

答弁

答弁

〇令和８年度一般会計補正予算（第２号）
　補正額　　　　　　　　　　　　6,439 万 1千円

歳出の内容

 ・庁舎管理事業	 50 万８千円
　テレビ受信機能が付いている公用車５台分のＮＨＫ受信
料未契約分について、増額するものです。
　�　未契約であった公用車５台分のカーナビに係るNHK受
信料で、古い車種ですと平成７年まで遡り納付するもので
す。今後は、受信料のかからない車を選んでいきたいと考
えています。

 ・消防団事業	 287 万 7千円
　消防団員の退職報奨金について、意向確認を行った時点
から増えたことにより増額するものです。
　�　当初予算より９名多くなり、11名の方が退団されまし
た。現在102名の定数ですが78名で消防活動をして頂い
ております。引き続き男性、女性に限らず団員の募集をし
ていきたいと考えています。

 ・遺跡発掘調査事業	 6,100 万 6千円
　統合小学校建設予定地の埋蔵文化財発掘調査に係る業務
委託料を追加するものです。
　�　10月から３月末までを事業期間とし、予定地は最大で
2,500㎡、作業日数は103日を予定し、延べで約2,055人
分の人件費や測量費、空撮費、管理費、諸経費等も含まれ
ております。試掘調査の結果では、重要なものは出ないと
想定しており計画どおり発掘が終わり、建設のほうに進め
ると思っております。

〇�美里町職員定数条例の一部改正
　効果的な行政運営を推進するため、町長部局
の職員定数を 87 人から 97 人に増員する改正
を行うものです。
　今回 10人増やさせていただくとしても、全
部を使うということではなく状況に応じなが
ら、職員が生産的に生き生きと働けるような
形、個々の能力に応じた形を取るには、現在の
町長部局の職員数がもういっぱいいっぱいです
ので、少し余裕を持たせたいと考えています。

発掘イメージ

美里中学校平面図
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　人　事
〇美里町固定資産評価員の選任
　令和８年４月１日付の職員人事異動に伴い、
坂本 吉康 氏（税務課長）が選任されました。

　そ　の　他
〇町道路線の廃止
　美里甘粕地区産業団地事業の実施に伴い、事
業区域内で不用となる町道 760 号線及び町道
761号線を廃止するものです。

　請　願
〇「適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書」を政府に送付することを

求める請願書　採択
　　請願者　平和と暮らしを守る児玉郡市共同センター
　　　　　　本庄民主商工会副会長 金澤利行 氏　他３名

６月定例会の審議結果と議員の賛否内訳
〇は賛成の議員、×は反対の議員、欠は欠席の議員、－は議長のため採決に加わっていませんが、可は同数により採決しました。

議　案　名 結 果

フ
ジ
タ
　
ル
イ
ジ

田

島

國

利

新

井

英

行

堀

越

賢

司

田
　
端
　
恵
美
子

大

島

輝

雄

橋

場

倖

男

櫻

沢

克

幸

根

本

孝

代

櫻

沢 

　

保

専 決 処 分

美里町税条例の一部を改正する条例 承 認 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承 認 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年度美里町一般会計補正予算（第１号） 承 認 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

補 正 予 算 令和８年度美里町一般会計補正予算（第２号） 可 決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条 例 の
改 正

美里町職員定数条例の一部を改正する条例 可 決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

美里町印鑑条例の一部を改正する条例 可 決 ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

人 事 美里町固定資産評価員の選任 同 意 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

そ の 他 町道路線の廃止 可 決 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請 願 「適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める
意見書」を政府に送付することを求める請願書 採 択 × 欠 × ○ ○ × ○ × ○ 可
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　要　望　書
〇埼玉県議会議員の選挙区を見直し、児玉郡及び本庄市が一つの選挙区となるよう強く求めるため、

要望書を提出するものです。

美里町の埼玉県議会議員選挙区を北第３区から北第２区に戻すことに関する要望書
提出者　美里町議会議員　櫻沢　保
賛成者　美里町議会議員　根本孝代　　賛成者　美里町議会議員　櫻沢克幸
賛成者　　　　同　　　　橋場倖男　　賛成者　　　　同　　　　大島輝雄
賛成者　　　　同　　　　堀越賢司　　賛成者　　　　同　　　　新井英行

令和8年児玉郡市広域市町村圏組合議会 第2回定例会
令和８年６月２９日（月）開催

広域圏

〇児玉郡市広域市町村圏組合管理者等の損害賠償責
任の一部の免責に関する条例の一部改正
　地方自治法及び地方自治法施行令の一部改正に
伴う所要の改正及び法令改正に伴い、引用条項の
条ずれを改めるものです。

〇工事請負契約の締結
⃝工 事 名　�消防高機能消防指令センター部分更新工事
　金　　額　３億8,225万円
　相 手 方　三峰無線株式会社 北関東支店
　配置場所　中央消防署（本庄市西富田）

〇財産の取得
⃝名　　称　リーチローダー
　金　　額　2,552万円
　相 手 方　�コマツカスタマーサポート株式会社 埼玉北支店
　配置場所　�小山川クリーンセンター（本庄市東五十子）

⃝名　　称　救助工作車
　金　　額　１億7,555万5,090円
　相 手 方　株式会社モリタ 東京支店
　配置場所　中央消防署（本庄市西富田）

⃝名　　称　災害対応特殊消防ポンプ自動車
　金　　額　5,565万50円
　相 手 方　株式会社モリタ 東京支店
　配置場所　中央消防署（本庄市西富田）

⃝名　　称　高規格救急自動車
　金　　額　2,271万2,600円
　相 手 方　�埼玉トヨタ自動車株式会社 本庄早稲田店
　配置場所　中央消防署（本庄市西富田）

〇児玉郡市広域市町村圏組合監査委員の選任
赤羽 奈保子 議員（神川町）が選任されました。

〇議会構成が決まりました。
氏　名 職 名 備 考

山　田　康　博 議　　長 本庄市議長
門　倉　道　雄 　〃　議員
冨　田　雅　寿 　〃　議員
田　中　輝　好 　〃　議員
広　瀬　伸　一 　〃　議員
早　野　　　清 　〃　議員
櫻　沢　　　保 美里町議長
新　井　英　行 　〃　副議長
赤　羽　奈保子 監査委員 神川町議長
坂　本　貴　佳 　〃　副議長
戸　矢　隆　光 副 議 長 上里町議長
伊　藤　　　覚 　〃　副議長

　（美里町選出議員　櫻沢　保 ・ 新井英行） 
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社会保険料引き下げに必要な医療制度改革とは？

共に学び合う児玉郡内の議員研修

美
里
町
議
会
議
員
研
修
会

於
　
美
里
町
役
場

月

7
6

児
玉
郡
町
議
会
議
員
前
期
研
修
会

於  

上
里
町
役
場

水

7
29

元参議院議員、社会保険料引き下げを実現する会
代表　音喜多　駿　氏講 師

議会事務局実務研究会会員（千葉県市川市職員）

野村　憲一　氏講 師

　
我
が
国
の
制
度
が
抱
え
る
深
刻
な
「
構
造
的
問
題
」
を
再
確
認
い

た
し
ま
し
た
。
高
齢
化
と
人
口
減
が
急
速
に
進
む
中
、
現
役
世
代
の

負
担
は
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。
２
０
４
０
年
に
は
現
役
世
代
わ
ず

か
１・５
人
で
1
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
時
代
が
到
来
し
、
社
会
保

障
費
は
膨
張
を
続
け
て
い
ま
す
。
事
実
、
社
会
保
険
料
の
増
大
に
よ

り
、
こ
の
20
年
で
現
役
世
代
の
実
質
的
な
手
取
り
額
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
た
ち

美
里
町
に
と
っ
て
も
直
視
す
べ
き
現
実
で
す
。
美
里
町
で
も
少
子
高

齢
化
は
進
ん
で
お
り
、
地
域
を
支
え
る
現
役
世
代
へ
の
し
わ
寄
せ
は

看
過
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
深
刻
な
危
機

に
対
し
、
ミ
ム
リ

ン
健
幸
ポ
イ
ン
ト

等
の
健
康
底
上
げ

の
仕
組
み
を
実
践

し
、
今
後
も
全
世

代
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
と

財
政
健
全
化
に
向

け
て
、
議
会
と
し

て
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

美
里
町
議
会
議
員

新
井　
英
行

　
今
回
の
研
修
は
、
人
口
50
万
人
が
暮
ら
す
千
葉
県
市
川
市
に
お
い

て
、
市
役
所
の
議
会
事
務
局
や
市
長
部
局
の
管
理
職
を
通
じ
て
、
実

務
経
験
が
豊
富
な
講
師
を
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、
予
算
・
決
算
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
基
本

的
な
こ
と
を
分
か
り
易
く
、具
体
的
に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
項
目
と
し
て
は
、
①
予
算
・
決
算
の
審
査
の
ス
タ
ン
ス
、
②
予

算
審
査
・
決
算
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
、
③
予
算
・
決
算
案
に
対
す
る
議

会
の
意
思
表
明
等
で
し
た
。

　
町
長
部
局
に
対
す
る
議
会
・
議
員
の
機
能
と
し
て
、
行
政
執
行
が

適
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
（
行
政
監
視
機
能
）、
ま
た
、

行
政
の
方
向
性
や
政
策
に
つ
い
て
提
言
を
行
う
こ
と
（
政
策
提
言
・

立
案
機
能
）
の
重

要
性
を
挙
げ
て
い

ま
し
た
。

　
議
員
の
本
来
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い

て
、
住
民
か
ら
の

意
見
や
要
望
等
の

実
現
に
努
め
る
と

と
も
に
、
住
民
の

代
表
と
し
て
政
策

や
予
算
等
を
議
決

し
、
行
政
を
監
視

す
る
二
元
代
表
制

の
担
い
手
で
あ
る

こ
と
を
強
く
自
覚

さ
せ
ら
れ
た
研
修

で
し
た
。

美
里
町
議
会
議
員

櫻
沢　
保
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一 質般 問

寄
附
を
受
け
た
住
宅
や
土
地
（
千
田
邸
）
の
利
活
用
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

利
活
用
に
つ
い
て
提
案
の
申
し
出
が
あ
り
、有
効
活
用
に
繋
げ
た
い

（
町
長
）

櫻
さくらざわ

沢　克
かつゆき

幸 議員
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空
き
家
の
課
題
等
と
利
活
用

に
つ
い
て

問
現
在
の
空
き
家
数
と
課
題

等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

建
設

課
長
現
在
把
握
し
て
い
る
空
き

家
数
は
２
３
５
戸
で
す
。

空
き
家
状
態
で
長
期
間
放
置
さ
れ

ま
す
と
、
倒
壊
の
お
そ
れ
や
屋
根

や
壁
の
一
部
が
強
風
で
飛
ば
さ
れ
、

隣
接
地
に
飛
散
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
や
野
生
動
物
の
住
み
着
き
、
悪

臭
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

庭
木
の
枝
の
は
み
だ
し
は
道
路
通

行
へ
の
支
障
と
な
り
、
そ
れ
ら
の

相
談
や
対
応
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

問
令
和
５
年
か
ら
現
在
ま
で

に
利
活
用
さ
れ
た
空
き
家

の
詳
細
内
容
、
及
び
移
住
・
定
住

政
策
と
し
て
の
情
報
発
信
等
、
並

び
に
空
き
家
リ
ホ
ー
ム
制
度
の
提

案
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

建
設

課
長
令
和
５
年
か
ら
12
戸
の
空

き
家
除
去
に
補
助
金
交
付

を
行
い
、
除
去
後
は
駐
車
場
と
し

て
利
用
さ
れ
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
、
隣
接
７
市
町
と
連
携
し
て

い
る
埼
北
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
空
き
家
リ
ホ
ー
ム

制
度
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
先
行

事
例
を
研
究
し
、
効
果
的
な
制
度

設
計
が
可
能
か
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

寄
附
を
受
け
た
千
田
邸
に
つ

い
て問

寄
附
を
受
け
た
千
田
邸
の

公
募
状
況
及
び
進
捗
状
況

等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
令
和
７
年
４
月
よ
り
広
く

ア
イ
デ
ア
の
募
集
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

に
実
現
可
能
な
事
業
提
案
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
に
入
り
、

町
と
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
事

業
者
か
ら
、
当
該

物
件
の
利
活
用
に

具
体
的
な
提
案
を

し
た
い
旨
の
申
出

が
あ
り
、
物
件
の

有
効
活
用
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
の
活
性
化
の

た
め
に

問
住
宅
地
内

農
地
の
宅

地
化
や
利
活
用
の
課
題
等
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

建
設

課
長
住
宅
地
内
に
お
け
る
農
地

を
有
効
活
用
し
て
い
く
こ

と
は
、
町
の
活
性
化
に
極
め
て
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
宅
地
化
す

る
場
合
、
道
路
へ
の
接
道
が
重
要

で
あ
り
、
既
存
の
道
路
に
面
し
た

農
地
だ
け
が
宅
地
化
さ
れ
、
そ
の

奥
の
農
地
が
残
さ
れ
る
よ
う
な
状

況
も
発
生
し
ま
す
。
一
つ
の
案
と

し
て
、
民
間
の
宅
地
開
発
と
併
せ

て
行
わ
れ
る
道
路
整
備
に
対
し
、

助
成
す
る
制
度
の
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
民
間
事
業
者
の
考
え

方
も
聞
き
な
が
ら
、
現
実
的
に
活

用
さ
れ
る
制
度
と
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・�

不
登
校
児
童
生
徒
ゼ
ロ
に
向
け  

て
（
現
状
課
題
及
び
対
策
等
）

・
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度

寄附を受けた千田邸



一 質般 問

農
業
に
お
け
る
猛
暑
及
び

渇
水
対
策
に
つ
い
て

問
近
年
の
猛
暑
や
少
雨
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

農
林
商
工

課 

長 

水
稲
の
品
質
低
下
や
露
地

野
菜
の
枯
死
な
ど
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
、
各
種
農
業
団
体

等
と
の
対
話
を
通
じ
て
情
報
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
農
業
用
井
戸
掘
削
や
給
水

設
備
導
入
に
対
す
る
町
独

自
の
支
援
、
農
業
従
事
者
の
熱
中

症
対
策
へ
の
直
接
支
援
、
さ
ら
に

県
補
助
金
に
対
し
て
町
独
自
の
上

乗
せ
補
助
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
大
規
模
な
畑
地
か
ん
が
い

整
備
は
費
用
面
か
ら
困
難

で
す
が
、
現
在
、
県
や
町
の
既
存

支
援
事
業
の
活
用
が
可
能
で
あ
り

周
知
す
る
と
と
も
に
、
国
の
農
業

政
策
の
動
向
や
近
年
の
物
価
高
騰

を
考
慮
し
た
支
援
も
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
熱
中
症
対

策
に
対
す
る
独
自
の
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
事
例
を

調
査
し
、
本
町
の
農
業
実
態
に
即

し
た
効
果
的
な
支
援
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
林
商
工

課 

長 

県
補
助
金
に
対
し
て
町
独

自
の
上
乗
せ
補
助
は
現
在

の
と
こ
ろ
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

小
茂
田
池
埋
立
工
事
の
現
場

と
跡
地
利
用
に
つ
い
て

問
埋
立
工
事
の
現
在
の
進
捗

状
況
と
、
完
了
後
の
跡
地

利
用
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

公
園
（
多
目
的
広
場
）
整
備
は
維

持
管
理
費
が
か
か
る
た
め
、
将
来

的
な
財
政
難
を
鑑
み
、
分
譲
地
な

ど
別
用
途
へ
の
大
幅
な
計
画
変
更

の
可
能
性
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

建
設

課
長
進
捗
率
は
約
91
％
で
、
概

ね
今
年
度
ま
た
は
来
年
度

に
埋
立
て
が
完
了
す
る
見
込
み
で

す
が
、
地
盤
の
安
定
ま
で
に
2
〜

3
年
を
要
す
る
と
想
定
し
て
お
り
、

具
体
的
な
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

検
討
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
長
跡
地
は
隣
接
す
る
神
社
か

ら
の
寄
附
地
で
あ
る
と
い

う
経
緯
上
、
売
却
も
含
め
て
利
用

す
る
こ
と
は
、
地
元
の
方
々
に
ご

理
解
い
た
だ
け
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
神
社
の
鎮
守
の
一
つ
と
し

て
、
ど
う
や
っ
て
管
理
を
す
る
か

と
い
う
方
向
性
で
考
え
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
現
場
に
仮
置
き
さ
れ
て
い

る
残
土
の
安
全
管
理
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。建

設
課
長
現
在
の
仮
置
き
残
土
は
水

道
工
事
に
関
す
る
も
の
で
、

業
者
と
の
契
約
内
で
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

新
あ ら い

井　英
ひでゆき

行 議員

美
里
町
の
農
業
に
お
け
る
猛
暑
・
渇
水
対
策
に
つ
い
て

本
町
に
即
し
た
効
果
的
な
支
援
を
検
討
し
た
い（
町
長
）

小茂田池の埋立地

関地内のトウモロコシ畑
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一 質般 問 フジタルイジ 議員

機
能
回
復
訓
練
・
回
復
期
医
療
・
高
齢
者
支
援
に
特
化
し
た

施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
に
近
い
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
か
な
り
優
位
性
が
あ
り

そ
う
い
う
お
話
が
あ
れ
ば
前
向
き
に
対
応
し
た
い（
町
長
）

大
型
商
業
施
設
の
誘
致
に
つ

い
て問

寄
居
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
及
び
本
庄
児
玉

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
並
び
に
本
庄

早
稲
田
駅
な
ど
、
町
の
交
通
の
優

位
性
を
生
か
し
た
商
業
戦
略
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
美
里
町
は
前
橋
、

入
間
の
中
間
点
に
位
置
し
て
お
り
、

日
常
型
で
は
な
く
広
域
か
ら
人
を

呼
ぶ
コ
ス
ト
コ
・
ホ
ー
ル
セ
ー
ル

の
よ
う
な
大
型
商
業
施
設
の
誘
致

の
可
能
性
を
探
れ
な
い
か
と
い
う

町
民
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長
商
業
施
設
で
の
農
地
転
用

は
な
か
な
か
難
し
く
、
農

地
転
用
が
で
き
る
か
ど
う
か
よ
く

見
極
め
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
お
話

を
入
り
口
で
排
除
す
る
の
で
は
な

く
、
可
能
性
を
追
求
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
の
人

口
を
美
里
町
に
呼
び
寄
せ

る
た
め
の
具
体
的
な
戦
略
を
伺
い

ま
す
。

町
長
美
里
町
か
ら
本
庄
早
稲
田

駅
を
活
用
し
、
十
分
都
内

へ
の
通
勤
は
可
能
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
農
地
が
道
路
に
隣
接
し

て
い
る
土
地
は
有
効
活
用
で
き
ま

す
が
、
一
本
中
に
入
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
建
築
確
認
が
取
れ
る
道
路
を

接
続
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

宅
地
化
で
き
る
可
能
性
が
出
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
不
動
産
業
者
の

方
と
も
十

分
協
議
を

し
な
が
ら
、

宅
地
化
が

で
き
る
よ

う
な
考
え

方
を
取
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
が
安
い
の

で
住
宅
と
し
て
の
優
位
性
は
出
て

く
る
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
が
ど
う
や
っ
て
支
援
す
れ
ば
宅

地
化
で
き
る
か
、
逆
に
住
民
税
で

還
元
す
る
形
で
費
用
対
効
果
を
考

え
る
こ
と
は
で
き
る
か
な
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問
機
能
回
復
訓
練
・
回
復
期

医
療
・
高
齢
者
支
援
に
特

化
し
た
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長
現
状
、
医
師
が
不
足
し
て

い
る
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

医
療
機
関
が
投
資
を
し
て
我
が
町

に
来
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
積
極

的
に
条
件
を
詰
め
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
町
が
あ
る
程
度
の
お
金
を

出
さ
な
い
限
り
無
理
な
の
で
、
町

の
財
政
状
況
や
議
会
及
び
住
民
の

皆
様
の
ご
理
解
が
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今

は
希
望
的
観
測
以
上
の
も
の
は
な

い
と
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
群
馬
大
学
の
系
列
で
リ

ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
病
院
が
群
馬

県
内
で
す
と
県
南
に
い
く
つ
か
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
こ
は
県
内
は
も
と

よ
り
、
県
外
か
ら
も
か
な
り
の
患

者
さ
ん
が
い
ら
し
て
い
ま
し
て
、

基
本
的
に
3
カ
月
が
限
度
で
、
長

く
て
も
5
カ
月
に
な
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
か
な
り
入
れ
替
え
が

激
し
く
、
多
く
の
入
院
患
者
や
お

見
舞
い
の
方
々
も
出
入
り
し
ま
す

の
で
、
イ
ン
タ
ー
に
近
い
と
こ
ろ

に
関
し
て
は
か
な
り
優
位
性
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

9 No.154　令和８年９月１日発行　みさと議会だより



一 質般 問

美
里superTow

n

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
生
活
複
合
系
ゾ
ー
ン
の

基
本
計
画
に
つ
い
て

具
体
的
な
計
画
づ
く
り
が
で
き
な
い
の
で
、そ
の
次
が
動
け
な
い

（
町
長
）

問
美
里superTow

n

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
生
活
複
合
系

ゾ
ー
ン
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
早

期
実
現
に
向
け
て
反
対
議
員
は
誰

も
な
く
町
長
に
期
待
し
て
い
ま
す

が
、
町
長
の
任
期
中
に
推
進
が
図

れ
ず
、
令
和
11
年
４
月
の
美
里
小

学
校
開
校
後
に
ゾ
ー
ン
の
整
備
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

町
長
今
ま
で
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
飲
食
店
な

ど
の
立
地
集
積
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

大
小
様
々
な
事
業
者
と
意
見
交
換

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
主
に
商

圏
人
口
の
少
な
さ
や
昨
今
の
不
安

定
な
経
済
情
勢
も
あ
り
、
現
在
の

町
の
状
況
で
は
積
極
的
な
進
出
意

欲
を
確
認
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
今
後
も
産
業
団
地

整
備
に
お
け
る
企
業
誘
致
や
統

合
小
学
校
整
備
に
続
き
、
生
活

複
合
系
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
も
、

で
き
る
だ
け
早
く
議
員
の
皆
様

に
具
体
的
な
内
容
を
ご
説
明
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。問

町
民
及
び
議
会
も
期
待
し

て
、
早
急
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
提
言
書
も
出
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
町
長
と
す
る

と
任
期
中
に
も
で
き
る

か
分
か
ら
な
い
。
事
業

者
が
決
ま
る
ま
で
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

進
む
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し

い
か
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

町
長
で
き
な
い
と
言

う
こ
と
を
理
由

に
お
聞
き
し
て
い
る
の

だ
と
す
れ
ば
、
今
の
状

況
か
ら
い
っ
た
ら
多
分

で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
経
済
情
勢
が
変

わ
っ
た
り
、
事
業
者
が
決
ま
ら
な

く
て
も
用
地
を
購
入
す
る
方
法
が

あ
れ
ば
、
町
は
購
入
を
す
る
こ
と

は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

問
議
長
か
ら
提
言
書
を
提
出

し
、
多
く
の
方
々
で
情
報

共
有
し
て
参
画
を
図
る
お
願
い
も

し
て
い
ま
す
が
、
周
り
の
人
た
ち

の
力
を
借
り
て
進
め
て
い
る
の
か

ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

町
長
こ
の
計
画
は
、
公
に
し
な

が
ら
話
を
し
て
お
り
、
お

話
が
あ
れ
ば
当
然
我
々
に
も
情
報

提
供
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
協
力
を
し
た
い
と
い

う
申
出
が
あ
れ
ば
、
お
話
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
状
そ
う
い
う

話
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
町
の

財
政
力
も
考
え
な
が
ら
、
民
間
の

力
を
借
り
て
や
る
の
が
一
番
い
い

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
今
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
民
間
が
今
マ

イ
ン
ド
が
大
変
し
ぼ
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
を
ど
う

や
っ
て
緩
め
る
か
と
い
う
の
を
町

独
自
で
も
進
め
な
が
ら
、
景
気
が

ま
た
元
に
戻
る
よ
う
な
こ
と
も
将

来
見
込
み
な
が
ら
、
両
に
ら
み
で

進
ん
で
い
く
形
に
な
ろ
う
か
な
と

思
い
ま
す
。
役
場
と
駅
の
間
は
基

本
的
に
３
種
農
地
で
す
か
ら
、
具

体
的
な
計
画
が
あ
れ
ば
農
振
の
除

外
、
農
地
転
用
は
で
き
ま
す
が
、

具
体
的
な
計
画
づ
く
り
が
で
き
な

い
の
で
、
そ
の
次
が
動
け
な
い
と

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

橋
は し ば

場　倖
ゆ き お

男 議員

生活複合系ゾーン予定地
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一 質般 問 田
た ば た

端　恵
え み こ

美子 議員

低
出
生
体
重
児
（
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
）
の
支
援
に
つ
い
て

誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
で
重
要
な
施
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す（
町
長
）

問
出
産
予
定
日
よ
り
早
く
、

体
重
２
，
５
０
０ｇ
未
満

で
生
ま
れ
て
く
る
低
出
生
体
重
児

（
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
）
は
、
発
育
や

発
達
の
遅
れ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
親
は
不

安
を
抱
え
な
が
ら
育
て
て
い
ま
す
。

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
と
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く

り
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社

会
の
実
現
に
直
結
す
る
重
要
な
施

策
で
す
。
美
里
町
に
お
け
る
リ
ト

ル
ベ
ビ
ー
の
人
数
と
現
状
の
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も

未
来
課
長

２
，
５
０
０
ｇ
未
満
の
低

出
生
体
重
児
は
、
令
和
５

年
度
が
３
名
、
令
和
６
年
度
が
３

名
、
令
和
７
年
度
は
９
名
で
、
そ

の
う
ち
、
１
，
５
０
０
ｇ
未
満
で

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
は
令
和
６
年

度
は
２
名
、
令
和
７
年
度
は
１
名

で
す
。
現
状
の
課
題
と
し
て
は
、

出
産
さ
れ
た
保
護
者
の
方
が
入
院

期
間
中
か
ら
退
院
期
に
か
け
て
、

お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
に
対
す

る
不
安
が
大
変
大
き
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
町
で
は
出
産
さ
れ

た
保
護
者
に
対
し
、
助
産
師
や
保

健
師
に
よ
る
家
庭
訪
問
や
乳
幼
児

健
診
を
通
じ
た
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
き
め
細
か
く
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
赤
ち
ゃ
ん
よ
り
先
に
退
院

し
た
母
親
は
、
入
院
先
に

母
乳
を
届
け
る
た
め
に
数
時
間
置

き
の
搾
乳
が
必
要
で
あ
り
、
外
出

先
で
胸
が
張
り
、
授
乳
室
で
搾
乳

す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
お

子
さ
ん
が
一
緒
に
い
な
い
お
母
さ

ん
た
ち
も
授
乳
室
で
安
心
し
て
搾

乳
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
搾

乳
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
導
入
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も

未
来
課
長

公
共
施
設
の
授
乳
室
等
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
活
用

す
る
な
ど
搾
乳
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
掲
示
し
、
安
心
し
て
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

問
母
親
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

母
乳
を
病
院
へ
届
け
る
た

め
の
母
乳
パ
ッ
ク
や
搾
乳
器
へ
の

助
成
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も

未
来
課
長

町
独
自
の
施
策
と
し
て
、

妊
産
婦
医
療
費
の
助
成
や

出
産
祝
い
金
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
母
乳
パ
ッ
ク
等
の
助
成
は
、

近
隣
の
状
況
等
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長
我
が
町
で
は
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
、
妊
婦
と
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
月
ま
で
医
療
費

の
一
部
負
担
金
の
償
還
払
い
を
実

質
無
償
化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

低
出
生
体
重
児
が
３
次
救
急
の
医

療
機
関
に
入
院
を
さ
れ
た
場
合
、

こ
の
辺
で
す
と
群
馬
大
学
か
、
小

児
医
療
セ
ン
タ
ー
で
す
と
か
が
中

心
に
な
っ
て
、
交
通
費
も
か
な
り

か
か
っ
て
く
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
妊
婦
の
タ
ク
シ
ー
代
の

支
援
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

授乳室の案内表示
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一 質般 問

自
衛
隊
に
閲
覧
を
希
望
し
な
い
人
は
除
外
申
請
を

法
的
な
と
こ
ろ
も
含
め
て
研
究
し
て
み
た
い（
町
長
）

自
衛
隊
の
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
に
つ
い
て

問
憲
法
13
条
で
規
定
し
て
い

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

違
憲
・
違
法
性
を
指
摘
す
る
声
も

強
く
、
自
治
体
ご
と
に
実
施
・
中

止
・
除
外
申
請
制
度
な
ど
対
応
が

分
か
れ
て
い
る
状
況
で
、
埼
玉
県

内
で
は
自
衛
隊
募
集
の
た
め
の
自

衛
隊
へ
の
紙
・
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で

の
名
簿
提
供
を
行
う
自
治
体
が
来

年
度
は
ゼ
ロ
に
な
る
見
通
し
と
、

日
本
平
和
委
員
会
の
発
行
の
平
和

新
聞
、
２
０
２
６
年
１
月
23
日
号

で
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま

り
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
の
み
と

な
る
わ
け
で
す
。
美
里
町
役
場
へ

も
２
０
２
４
年
11
月
18
日
、
関
係

者
が
平
和
委
員
会
と
し
て
懇
談
に

訪
れ
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
６
年

度
は
美
里
町
で
対
象
年
齢
ご
と
に

何
名
く
ら
い
の
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
議
員
ご
質
問
の
自
衛
隊
が

公
用
の
た
め
の
申
請
が
な

さ
れ
た
場
合
で
も
、
町
で
は
名
簿

の
提
供
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
は
、
住
民

基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
平
成
18
年
11
月
１
日
に
施

行
さ
れ
、
何
人
も
閲
覧
を
請
求
で

き
る
と
い
う
閲
覧
制
度
は
廃
止
を

さ
れ
、
個
人
情
報
保
護
に
十
分
留

意
し
た
制
度
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
自
衛
隊
に
、
子
供
の
住
所

を
提
供
し
な
い
で
ほ
し
い
。

基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
を
教
え
な
い

で
ほ
し
い
と
い
う
除
外
申
請
は
、

町
と
し
て
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。町

長
現
状
で
は
、
町
で
は
そ
う

い
っ
た
申
請
を
受
け
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
少
し
研
究
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
今
現
在
で
は
除
外
申
請
は

無
い
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
役

場
側
も
閲
覧
で
通
し
て
い
た
だ
い

て
、
住
民
側
は
閲
覧
さ
れ
る
自
分

の
デ
ー
タ
が
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
載

る
の
が
嫌
だ
と
い
う
こ
と
を
意
思

表
示
で
き
る
の
は
す
ご
く
重
要
か

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
次
の
年
度
か

ら
、
自
衛
隊
に
閲
覧
を
希
望
し
な

い
人
は
除
外
申
請
を
い
た
し
ま
す

と
い
う
、
そ
ん
な
制
度
を
作
っ
て

い
た
だ
け
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長
法
的
に
ど
う
な
の
だ
と
い

う
と
こ
ろ
も
含
め
て
研
究

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

堀
ほりこし

越　賢
け ん じ

司 議員
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　昨年実施された国勢調査(※)では、多くの方にご協力いただきました。今号のプラス議会では、
国勢調査のデータから地域の人口推移を分析し、政策立案に活用するための具体的なステップ
の一助となるよう、平成７年度から令和７年「人口速報集計結果」を基に、様々な角度に視点
を置いた議会議員の所見を掲載させていただきます。
※�国勢調査とは、国内の人及び世帯の実態を把握し、各種行政政策その他の基礎資料を得ることを目的とするものです。

★国勢調査の結果からまちを見る！

根本　孝代議員　全国の市区町村の４分の1でこの５年間に１割を超える人口減少が進んだことが５年に１度の国勢調査
でわかった。我が美里町の人口も将来的に9、000人前後になってくる。10,000人を下回らないまちづくりを、住民の健
康や幸福度を損なわないようにしつつインフラや施策を縮少する取り組み、将来の負担増の回避を目指さなければと思いま
す。

櫻沢　克幸議員　前回調査結果との比較では、722人の人口減少で、減少率6.54％、４世帯の減少です。令和11年4月
開校予定の統合小学校やスクールバスの導入など、更なる子育て支援の充実や教育環境の充実が若者世帯を増加させると考
えます。「子育て・教育をするなら美里町へ」

橋場　倖男議員　埼玉県内では、長瀞町、小鹿野町、東秩父村が10％を超えた。自治体の予算規模縮小で、公共サービ
スが低下しかねず、早急な対策が求められる。美里町においては、国勢調査人口と住民登録人口で多少の誤差がある。住民
票はあるが、実際に居住している人は若干少ない。国籍を問わず町内に移住定住してもらい、国際的な町にしていきたい。

田端恵美子議員　昨年の国勢調査からもわかるように、平成７年度（1995）美里町人口12,197人をピークに、（令和2年）
11,167人・（令和3年）11,059人・（令和4年）10,966人・（令和5年）10,891人と少子高齢化傾向にあります。また、昼間
の人口の方が夜間の人口より多いというのが町の特徴です。そのような中でありますが、商業施設や買い物などの施設（コミュ
ニティ拠点）があるといいと思います。

大島　輝雄議員　令和２年の世帯減少が242件、令和７年の世帯減少は４件で減少率にブレーキがかかりました。
施設内世帯の数値が無いので明言できませんが、町の政策に一定の効果が出ているものと感じます。世帯数増は経
済の好循環を生み、持続可能なまちづくりには必要な要素であると思います。

櫻沢　　保議長　美里町の人口は、昭和29年（1954年）が過去最多の13,638人ですが、令和7年10月の国勢
調査では10,317人（75.6％）と大幅に減少。人口減少の主な要因は、出生率の低下と晩婚化・高齢化に伴う自然
減少・若年層の都市部流出等です。一方、人口減少対策としては、出生率向上や移住促進・地域産業の創出等の取
組のより一層の充実が必要。また、他方、行政の効率化・車利用による経済圏の広域化の進展等から、今後、児玉
郡市の広域合併等の検討も必要と考えます。

堀越　賢司議員　年齢に見る男女比率について、0歳~64歳までの男女比率は男性が約10%ほど多い。65歳以上
になると男女比率は逆転し女性が多くなる。65歳以上の男女比率は、平成７年では男性15％で女性21.9％であっ
たが、令和２年では男性30.4％で女性37.1％となっており、男女とも著しく寿命が伸びている。美里町の健康指導
の結果であると感じます。

新井英行副議長　年齢に見る美里町の男女比は、昼夜間人口比率106.7%で県内3位。働く場はあるが住む場に
選ばれていない。通勤者を定住へ導く住宅・移住施策に加え、産科医療や子育て支援、学習支援による学力向上を
より一層推進して教育環境を整えれば、「働き・育て・学べる町」として選ばれる可能性がある。

フジタルイジ議員　令和７年国勢調査人口速報の年齢に見る男女比では、美里町の人口は前回比6.54%減と全国平
均を上回る減少率となり、世帯数はわずかに減少しています。今後は人口減少を前提としたまちづくりを進めつつ、
交通の利便性や企業誘致、小中一貫校の整備、役場周辺のコンパクトなまちづくりを推進し、子育て世代の定住促
進と地域活力の維持につなげることが重要であると思います。
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今号の表紙 
　7月25日（土）、駒衣地区で「伊勢音頭と屋
台囃子」（県の指定無形民俗文化財）が行わ
れ、伊勢参拝に赴いた村人が旅先で習得した
踊りと忠臣蔵からの演目が披露されました。
　7月26日（日）、広木地区で古くから伝わる
「屋台囃子」(町の有形文化財）が行われ、宿
場町で栄えた鎌倉街道をお囃子に合わせて
練り歩きました。

編集後記
　今月は、11年ぶりにシルバーウィークが
やってきます。昔はこんな大型連休なかった
よねという方もいます。制度変更によって平
成21年から生まれることがある貴重な連休で
す。皆様にとって大切な時間になることをお祈
りしています。
　議会だよりがフルカラーになり、２回目の発
行となりました。出来るだけ写真を活用した
編集となるよう委員会で話し合い、掲載方法
も変化をしてきています。今号の情報で美里
町を少しだけでも感じていただければ幸いで
す。これからも親しまれる議会だよりとなるよ
う努めてまいりますので、皆様からのご意見
ご要望よろしくお願いします。
　最後に、９月議会がスタートしています。い
つでも誰でもご記帳いただければ傍聴できま
すので、今の美里町に会いにきてください。議
員一同お待ち申し上げております。

議会だより編集委員会
委員長　大 島　輝 雄

次の定例会（本会議）は

8月31日（月）9:00開会
一般質問は９月17日（木）の予定です。

町民の声
　今回は下児玉にお住まい
で箏

こと

の奏者として活動され
ている原田さんにお話を伺
いました。

編集者：フジタ　ルイジ

Profile  プロフィール
氏　　　名：
家 族 構 成：
職　　　業：
座右の銘：

母は日本文化を大切にする人で、幼い頃より、箏、茶道、
華道、着付けなどが身近にありました。物心がついた
時には箏の手ほどきを受けていました。

ご主人もベース（コントラバス）を演
奏されているということですが、演奏
活動についてお聞かせください

「箏と洋楽器の演奏」としてピアノ、クラリネットなど
も加えイベント、学校、病院などで演奏させていただ
いています。美里町文化協会主催の文化祭には毎年参
加しています。また、箏普及の為、美里中学校、松久
小学校、大沢小学校にて箏体験学習教室を開催しました。

原田　淳子
夫・子供2人・義母
箏曲教室講師・児童指導員
桜梅桃李（おうばいとうり）

箏の魅力を一言で言うと？

‘音色’日本の伝統的な美しさを体現しつつ、現代音楽や
ポップスとも調和する無限の可能性を秘めた楽器です。

座右の銘、桜梅桃李について

桜、梅、桃、李（すもも）それぞれが独自の美しい花
を咲かせるように、人も「他人と比べず、自分らしい
個性や使命を大切に輝かせるべき」という意味です。
私自身「放課後等デイサービス」にて児童指導員とし
て児童福祉に携わる中で、個々の特性を磨き輝けるこ
との大切さを感じています。また、日常生活、演奏に
おいても大切にしている言葉です。

美里町への思いを教えてください

私自身、生まれ育ち、現在も生活している愛着のある
「美里町」！文化芸能の大切さを感じ「みさとことの会」
として20年以上美里町文化協会に所属しています。
現在、文化協会顧問をさせていただき、これからも美
里町の文化発展の一助になりたいと思っています。

箏との出会いはいつですか？
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